
交流集会（懇親会）はグラバー園で行われ、各県
がとりどり趣向を凝らした屋台で盛り上げました！
道守かごしま会議の屋台も焼酎やばらの花で、
華やかな屋台になりました。

１１月１日～２日の二日間に亘って長崎市の長崎港松が枝

国際ターミナルで開催された、道守九州会議交流会『みちづ
くしin長崎2013～人と道との新しい絆』に道守かごしま会
議からも会員３４名（行政機関７名含む）が参加しました。

今年は平成16年に
道守九州会議が設立
されてから10年目を
迎えることから、“道
守10年の軌跡と展
望”というテーマでパ
ブリックミーティングが
行われました。

パネリストとして田島
代表世話人が登壇

肥田副代表世話人が「ばら
通り220」の活動を紹介

みちづくし参加報告

交 流 会

交流集会

道守功労者表彰式
が行われ、道守か
ごしま座談会からは、
薩摩街道保存会の
福山征志さん（道守
かごしま会議世話
人）が表彰を受けら
れました。

壇上で道守かごしま会議を紹介

道守かごしま会議紹介屋台

オープニングイベント

同保存会の吉留さんと共に、
表彰に臨む福山さん 受賞者記念撮影

福山世話人が「薩摩街道
保存会」の活動を紹介

これからも、
人とのつ
ながりを
大切に育
てていき
たい！

家族ぐるみ
で参加する
ことで作業
も楽しくなり、
活動も長続
きします。

歴史街道を
子供たちと
歩くことで、
道路の大
切さを学び、
継承して
いってもら
いたい。

１日目は交流会と交流集会

（懇親会）、２日目は現地体
験学習会が行われました。


